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常任委員会･特別委員会報告

農業振興諸経費　2,115万円
新規事業
　  農業男子・農業女子PR事業、
   「勝山百歳やさい」応援事業補助金
 
　近年、農業関係者の平均年齢は高くなり、
老化や病気などの理由で農作業ができなく
なることも多く、農業従事者の数は市内でも
減少が続いています。市内農家の新しい応援・
支援策として企画されたこの応援事業は、
市内農家の人柄や生産物の紹介など、その
活動を支援する事業です。古くから栽培され
ている野菜などを、「勝山百歳やさい」と
して位置づけ、そのブランド化や県内の流通
の拡大を目指すなど、市内の農業人口増加を
目的にしています。市の抱える農業問題に
対し、新たな角度からの課題解決に向けた
アプローチとして、今回の新事業の内容説明
がありました。

鳥獣害対策事業費　1,161万円
 
　猪、猿、熊、鹿、鳥と獣害に暇がない勝山
市であるが、猟師の数の確保ができている
か、捕獲した後の処置について、委員から
質問が出ました。それに対して「銃所持の
猟師は16名、随時試験を受けられる方に
は補助を行う。猿は中型の檻を2つ追加
（現在大2、中2）し、GPSを付け群れの
動向を把握しながら捕獲を続けている。猪等の
個体は焼却施設には幼体しか入れられない
ため、成体は企業に依頼し処分を行ってい
る。血抜きの処置、個体数の安定供給が見
込めないことから、ジビエに転用及び新た
な焼却炉の建設等は難しい｡」と理事者側か
ら回答を得ました。今後も良い案を吸い上
げて実行していくとのことだったが、根本的
解決にはまだまだ策を講じていかねばならな
いと認識する結果となりました。

農業人口の減少に新たなアプローチ まだまだ減らない鳥獣害

議会のなぜ？にお答えします

「反対討論」 　議案に対して異議がある場合、反対を
表明するための意思表示として、本会議
において表決の前に「反対討論」ができ
ます。

　しかし、例えば、議案第51号「令和3年度勝山市
一般会計予算」にはいくつもの予算が計上されている
ため、その中の1つの事業予算案だけが反対であると
反対討論をしても、理由如何にかかわらず、予算全般
を「反対」とみなされます。
　議案の一部を反対したい場合は、「修正動議」を提出
して審議をすることができます。

〈反対討論〉
　議案に対して議員が「反対」を
表明、その理由を述べて、他の議員
に賛同を求めるものです。その後、
議長がその議案について表決を採り
ます。 

　議員定数については、新型コロナウイルス感染
対策のために見合わせてきた各種団体との意見
交換会を早急に開催するため、方針やメンバー
構成などを決めました。詳細事項の決定など
は、このメンバーを中心に取り組んでいきます。
　また、今定例会から導入したタブレットのより有
効的な活用方法について協議する中で、前回策定
した運用規程などを修
正し、適切な活用につ
いて再度確認しました｡
　その他、議会改革の
広報や議会広報の内容
などについても議論し
ました。

● 議会改革特別委員会

　12月定例会以降、３回、委員会を開催し、第
6次勝山市総合計画策定に向けた議論を交わし
ました。
　委員会では、理事者から第６次勝山市総合計画
策定のスケジュールや市民アンケートなど、市民
からの意見集約の方法等の説明を受けました。
委員からは､「市民から広く意見を求める形作りが
重要」「特に若年層からの意見集約に力を入れる
ように」といった意見がありました。
　今後は、市民アンケートの集計結果の分析を
進め、市民の幅広い意見を集約して計画の中に
しっかり反映させていくとのことです。

● 総合計画特別委員会

小浜市議会から
あたたかいお気持ち

えちてつ早期運行再開への
支援を要望

　令和3年2月4日に小浜市議会より、
今冬の大雪に対する見舞金5万円をいた
だきました。
　このお見舞い金は、市道の除雪費等
に活用しました。

　令和3年3月29日、えちぜん鉄道小
舟渡駅付近の土砂崩れに伴い運休して
いる勝山駅と山王駅間の早期運行再開
に向けて、永平寺町議会とともに県お
よび県議会に対して支援をお願いしま
した。

３ 議会だより  かつやま ７９号（２０２１年４月） １２議会だより  かつやま ７９号（２０２１年４月）


